住宅・建築相談
年　　月　　日：住相23/XX　□事務局　□相談担当委員
                    (一社)福岡県建築士事務所協会　事業・住宅委員会
問合せ先：TEL（092）473-7673／回答先：FAX（092）473-7278若しくはメールinfo@f-aa.jp
相談者　住所（番地まで）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（姓名）   　 　　　　　 
　　　　電話Fax　             　　　　　　　　　　　　　　メール　　　　　　　　　　　　　　　 
相談内容（必要と思われる事に印をつけるか、書込みをして下さい。紙が足りなければ追加して下さい。）
　　（□来場　　□電話.Fax　□Eメール）　相談対応者：事務局　　　　　相談担当委員：
この相談窓口をどうやって知りましたか（□　　　　　　　　　　　　　　　の紹介　□ネットや電話帳で探した）

同じ相談を紹介してくれたところ以外にもしていますか（□はい　　　　　　　にしています　　□していません）
	建物の規模
	□平家建て　　□２階建て　　□(　)階建て　　　□(　)階建ての　階　　　㎡（　　坪）

	建物の構造
	□木(W)造[□在来工法　□2×4　□丸太組]  □鉄骨(S)造  □鉄筋コンクリート(RC,SRC)造
□コンクリートブロック(CB)造　□S造プレハブ　□RC造プレハブ　□混(W,S,RC)構造

	建物所在地
	（番地まで）
	建築時期：新築
	年　　月

	所有者名　　　
	
	建築時期：増築　　　　　　　　　　　　
	年　　月

	相談者
	□所有者　　□その他（　　　　　　　）
	確　認　済　証：　□有　　□無　　□不明

	所有形態
	□単独　　□共有　　□区分所有
	検　査　済　証：　□有　　□無　　□不明

	設計監理委託契約書又は委託書受託書：□有　　□無　
	設　計　図　書：　□有　　□無　　□不明

	工事請負契約書、見積書
	□有　　□無　　□不明
	工事内訳明細書
	□有　　□無　　□不明

	いつのことですか
	□計画中　□設計中　□着工直前　□工事中　□竣工後　□築　年の現在

	現在の状況の概略：何時、何（契約・敷地・間取り・設計・工事、施工他）がどうなりました。
何時ごろ　　　どこの　　　誰が、何が　　　どうなった

（今までの経過）

	上記のことについてどのようなことをお求めですか。（して欲しいですか。）
解決策の助言　　　現地を見て助言　　　現地調査　　　書類作成　　


	担当者記入欄（窓口住宅委員が記入）　回答：　月　　日　　時　　分ごろ　□有償となる場合の説明

アドバイス：

（相談者様へ：この欄は助言を行った事業・住宅委員が記載します）



　相談にあたってのお願い　
下記のことをご理解ご了承ください。
初めの相談の後に、住宅・建築相談委員より相談内容の確認のための連絡がありますから、
折り返しの電話をして相談内容をお話ください。電話料金は相談者負担となります。
相談に対する解説（アドバイス）は原則として１回とし、無償で対応します。
　現地調査・訪問相談などは有償：出動時給10,000円（税込）＋交通費実費（車の場合50円/km 税込）
回数の重なる相談などでは有償となる場合がありますので、相談時に確認をして下さい。
相談とアドバイスの流れ
・相談者（相談申込）→→福岡県建築士事務所協会事務局（相談内容通知）→→相談担当委員（電話）→→相談者（折返し電話）→→相談担当委員（アドバイス）
上記の上、現地調査等依頼の場合は、下記が大まかな流れとなります。
・相談担当委員→→事務局（依頼内容通知）→→相談担当委員（現地訪問可能通知）→→事務局（相談者に現地訪問可能者通知）→→相談者（アドバイザー選定のための電話）→→現地訪問可能相談担当委員→→現地訪問　（相談者と相談担当委員との直接の話しで事務局を介さずに現地訪問を行うこともできます。）
解説（アドバイス）について
・電話や紙面、メールでの解説やアドバイスには限界があります。
・私たちは、あくまでも施主・消費者の立場でアドバイスをさしあげますが、
その内容や解説に対して保証や責任をとるわけではありません。
最終的な解決は自己責任でお願いします。 
・アドバイスが特定の製品や個人・法人・官公庁の優劣や批判になるものについては御返事できません。
ハウスメーカーやビルダ−、住宅販売者等のどの業者が良いか？
推薦は誰かや紹介等の問い合わせ、仕様・グレードの選択の問い合わせ、欠陥の相談が来ていないか？　評判はどうか？等の問い合わせも含みます。
相談担当委員が解説（アドバイス）するに足りうると判断した相談に限らせていただく事もあります。
解説（アドバイス）できかねるものの判断材料は下記の項目です。
　１、記載内容に省略や漏れがあるもの
　　　（全てを書く必要はありませんが、できるだけ記入して下さい。）
　２、匿名のもの
　３、Faxやメールアドレスに誤記があり転送できないもの
　４、一般常識としてマナーを守れそうもないと運営事務局が判断したもの
　５、事務局からの内容確認に回答が無いもの
　６、事務局が適切でないと判断したもの
　７、営業マン・業者が相談者に成済まして相談しているもの
　８、ハウスメーカーや工務店等の業者を決めているのに、その疑念を施工者に聞かずに相談するもの
　　（先ずは業者に聞きその上で疑念がある場合はこちらに相談ください。）
　９、特定の商品や工法についての相談は各メーカーや業者にお問い合わせください
１０、損害賠償の金額や慰謝料の金額などはこちらでは無く弁護士にご相談ください
１１、設計監理業務に関する苦情相談は「苦情相談委員会」が担当し
